
令和２年２月１４日 

機関紙「隊友」の手配り、相互連絡網の確立、行事などへの参加等により、横浜北支部の

活性化を図りましょう。北支部の行事等を含め連絡致します。 

  

 1月 20日通常国会が開幕しました。期間は 150日です。早速、安倍総理初め 4演説

が行われました。それに対する与野党の党首の質問がありました。 

   前にも書きましたように立憲民主党と国民民主党の合併問題は、国会開催中も最後 

  まで歩む事が 出来ず、「決裂」しました。立憲は吸収合併、国民は対等合併を唱えて 

 おりました。かっては同じ党に所属しておりましたが、意見の相違から 2つに分れまし 

 た。分れてから合体しようとしても過去の遺恨はそう簡単に融和できるものではありま 

 せん。国会開会後、野党は「IR(統合型リゾート)問題」「さくら」「相次ぐ自民党議 

 員の不祥事問題」等を追及する事でしょう。野党も「この様なことばかりでなく政策 

 論争を重視する様になりました。新型コロナウイルスによる肺炎の感染拡大が世間で 

 問題視されている事から重点を移行する様になって来ました。いい事です。其れが国 

 会でしょう。 

 

  令和 2年度初場所も平幕の幕尻である前頭 17枚目徳勝龍（33）の 14勝 1敗の成績 

 で優勝しました。今場所は白鳳・鶴竜の 2横綱が、夫々4日目・5日目で休場しました。 

 その後の場所は横綱抜きの若手中心の場所になりました。かえって面白かったですね。 

  優勝した徳勝龍は、２日目に魁聖に黒星を喫し、14日目に同じ 1敗同士の正代を、 

 千秋楽は、3敗の大関貴景勝を下し優勝しました。後半の決め手は突き落としの決め 

 技が多かったように思います。正代は、7日目大関豪栄道に破れ、14日目は、徳勝龍 

 に敗れ、1差で涙を呑みました。初場所で活躍した力士は 2人以外に、関脇朝の山 10 

 勝 5敗来場所成績如何で大関昇進が決まります。前頭筆頭遠藤は、前半 2横綱 1大関 

 を破りましたが、中盤に小兵の炎鵬に負けてからペースが狂い出しました。 

  前頭筆頭の北勝富士は、11勝 4敗、幕尻の霧馬山も 11勝 4敗でした。炎鵬は、 

 小兵ながら思い切りの良い相撲で人気がありました。 

  さて、両横綱の休場は頂けません。関脇以下は休場すれば番付は下がります。特権 

 のように活用するならば改正も視野に置くべきでしょう。昭和 10年代・20年代の頃 

 に名横綱双葉山がおりました。彼は、仕切りで相手が立ったら自分も立つように努め 

 ていました。白鵬の様に相手が仕切っているのに自ら突進する姿は頂けません。また 

 立会いにエルボーで相手に出血させたり、張り手をしたり横綱の品格に首を傾げざる 

 を得ません。例え相撲の四十八手の中にあっても横綱は使うべきでは無いでしょう。 

 両横綱に猛省を促したいと思います。引退の時期に近付いていてるのかもしれません。 

  大関豪栄道（33）は今場所負け越して来場所から関脇に転落が確定したので、29日 

 引退の記者会見で年寄り武隈を襲名しました。後進の指導に当たります。ご苦労様で 

 した。 

 

  中国湖北省武漢市を中心に新型コロナウイルスによる肺炎が拡大している問題で、 

 ２月１日現在遂に１万人の大台を超えて 11,860人となりました。また死者は 259人 
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 になりました。だが、死者も感染者もどんどん増えております。発症国の中国ではマ 

 スコミが政府を公然と批判をするようになりました。どうなって行くのでしょうか。 

 非常に気になります。 

 

  1月下旬デイ・サービスの職員の方で、北海道道東地区に良く旅行される方がおりま 

 す。私も若い頃、北海道に勤務しましたので彼とは話が合いました。「１月末に北海道 

 に行く」との事。帰って来たら話しでも聞こうと思っていました。彼に会ったら「北海 

 道の新聞持ってきたけれど要らないか？」と言われました。１度は断りましたが、「久し 

 振りに北海道の新聞を見るのもいいな」と思い新聞を頂きました。1月 27日（日）の 

 北海道新聞と十勝毎日新聞でした。北海道新聞は、北海道全域に配達され道新の名で親 

 しまれていました。十勝毎日新聞は、北海道の東部（道東）発行でした。十勝毎日の 1 

 面記事に、大見出しで「除雪出動いまだゼロ」と書かれていました。「雪が少ない今冬、 

 市街地の市道の除雪作業に一度も出動していない。帯広即控除によると,昨年 11月刈今 

 年 1月 23日までの降雪量は、計３５㌢。１㌢以上の降雪を観測した日は 11日間あった 

 が、市道の除雪出動基準の 10～15㌢には達しなかった。…中略…雪不足の今冬は通勤 

・ 通学や流通、公共交通機関のダイヤ等の影響は比較的少ない。一方、頭を抱えるのが 

除雪の企業体と組んでいる地元の業者。出動にかかわらず、重機の手配や運転手の確保 

等の維持費がかさむ為だ。市は最低補償費として、出動 4回分を含む 4億 4000万円を 

予算計上しているが、ある業者は「基本補償だけでは赤字」と話す。 

 北海道新聞社会面では新型コロナウイルスによる中国政府が決断した 27日から海外 

への団体旅行停止措置。道内では宿泊施設へのキャンセルが出始めるなど早くも影響 

が現れている。札幌市内では 31日、道内最大の雪の祭典「第 71回さっぽろ雪まつり」 

が開幕。中国政府の措置は感染拡大を防ぐためとはいえ、道内観光業界などは「打撃 

は避けられない」と懸念を強めている。 

 同じく社会面で NECとサッカー元日本代表監督の岡田武史氏(63)、鹿追高校(十勝管 

内鹿追町)、鹿追町の 4者は情報通信技術（ICT）を活用した部活動サポートの実証実験 

に向け、相互連携を進めることで合意した。実証実験は全国初で、岡田氏が持つスポー 

ツ理論｢岡田メソッド｣をインターネットを通じて学校の部活動に活用してもらうのが狙 

い。経験の浅い指導者でも生徒の発達段階に応じた適切な指導が出来るように後押しす 

る。鹿追町は、道東の帯広市に近い、山の中にあります。鹿追駐屯地があり第 5戦車大 

隊が駐屯しています。然別演習場があり、第 5管区や第 7師団時代によく利用しました。 

今は数多く見る事が出来るエゾ鹿も当時は探しだすのヤットでした。 

 両新聞のスポーツ欄は、27日の全国面では、大相撲で徳勝龍の幕尻優勝・大坂国際 

女子マラソンは、松田瑞生(ダイハツ)が優勝しました。それ以外はウインタースポーツ 

の花盛りでした。26日は全国高校スケート最終日にアイスホッケーの決勝で白樺学園 

と駒大苫小牧が対戦し 3－0で白樺学園が優勝しました。白樺学園は道東の帯広で、ア 

イス・スケート関係の雄でした。ただ勝敗表を全部見ると、面白い事がわかりました。 

 神奈川からも慶応義塾・武相高校の 2校が、東京からは、早稲田実業・明大中野の 

2校が、相撲で有名な埼玉栄は準決勝で白樺学園に 5－1 で敗れ第 3位になりました。 

講評で白樺学園の湊谷監督は「地元小・中学生らに夢を与えられた事を喜び、さらに 

は野球部の選抜初出場に『花を添えられた』と感慨深げに話した。 



 白樺学園の野球部も甲子園出場御目出とうございます。 
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点数を気にせず楽しみませんか？ 
 

日 時  3月 7日（土） 

時 間  開始午後１時より 

場 所  横浜駅西口のラウンドワン 

費 用  大人２０００円 

     （シューズ代込） 

自由参加で場所を移しての２次会も企画します。 

参加希望者は紺野まで 

TEL  ０９０－２２２７－６４４４ 
ｍａｓａｏ５７０７１２ｓ８７７０＠ｄｏｋｏｍｏ．ｎｅ．ｊｐ 

 

 

 

 

 

 

 青葉の里の坂田 直起さんが、立春の日に紅梅が 1輪咲いている写真が飾ってお 

りました。桜と違って華やかさがありませんね。淋しく見えました。１月に展示し 

ていた山茶花の写真は、好評により引き続き展示されています。 

 

 

  一輪の梅   誰しもの   眼に残る    中島  邦秋 

 

  紅梅の   枝振りさすが  その家見ず   中島  邦秋 

 

  カメラマン  梅一輪を   まばゆかす   山本  芳江 

 
 

                                                                

 



 《編集後記》 5月 23日及び 25日の空襲は、私が住んでいた世田谷区は大きな被害を受ける事無く終  

  りました。唯焼夷弾攻撃は決して気持ちの良いものではありませんでした。ザーッと雨が降るような  

  音がしました。最初は何の音か分りませんんでしたが、やがて焼夷弾である事が分りました。六角柱  

  の長さ約８０㎝だったと思いますが、記憶が薄れて分らない事も多いのですが、前号で書きました様  

  に B－29の空中分解後は静寂そのものでした。焼夷弾のザーは 25日であると思います。焼夷弾の六   

  角柱が 6本を 1束に括られ途中でばらばらに分れて落ちていく時に発するザーッの音が出るんです。 

  着地すると、油脂に火が付いて一気に燃え出します。数年前高校時代の親しい友人と会った時、小学  

  校から一緒だった楠山 武雄君が、焼夷弾の話が出たら「俺の家は屋根を突き破って家の中の火を消   

  したんだ」まさか！この話は初めて聞いたんです。でも其れが消し止められなかったら、彼の家ばか   

  りでなく隣近所が類焼しないとも限りません。一昨年楠山から突然電話がありました。私への病状を 

  聞きに来たのと「歩ける内に阿部の所に行く」と言っていました。阿部 良三君は中学・高校時代の 

  親しい友で家は下北沢で酒店を営んでおりました。下北沢は戦火に遭う事も無く、終戦を迎えました。 

  彼は写真の趣味があり、かわせみが飛び込む瞬間の写真が思い出されます。大学は同じでしたが、彼     

  は現役合格しました。 

   終戦後生涯の友として付き合った、内田 恭四君の家は、戦火に遭い自宅を消失しました。終戦後 

  木材・トタン板を交えてバラックの家を作りました。この様な造りの家の中でも絶えず明るい笑いが 

  絶えない家でした。内田は、３０年以上前に癌でこの世を去りました。楠山も阿部に会った後、一昨 

  年鬼籍に入りました。クラスの中に戦災に遭った友も何人か居たようですが、焼けなかった友の方が  

  多かったようです。私が見た三軒茶屋の交差点から渋谷方向を眺めた時、一面の焼け野原で所々焼け 

  たビルが淋しく建っていました。バラック建ての家が其処此処にひっそりと建てられていました。あ 

  の時の三軒茶屋の見渡す限り焼け野原の風景は今も脳裏に焼きついております。 

   一寸前の事ですが、昭和 18年か 19年頃、経堂の畑に爆弾が落ちました。1トン爆弾でなく 500キ 

  ロ爆弾でした。畑ですからヅシンという様な響きが無かった様に思います。直径 10メートル位の穴 

  でした。東京都の戦禍を受けた場所は下町が多かったと思いますが、正確にお話出来ません。と言 

  うより「分らないと」言ったほうが良いでしょう。 

   戦火に遭った都市は、後日都市計画並みに、整理されてきれいになりました。代表的な町は名古屋 

  市です。50メートル道路にして交通の便を良くしたりしました。 

   神奈川県内で、平塚市は戦禍に遭いました。特にＪＲ平塚駅から海岸に向かう道は及び国道１号線  

  の大磯に向かう片側２車線のゆったりした道路を作りました。また、平塚―厚木を結ぶ国道１２９線 

  もゆったりの走りやすい道路です。 

   戦災に遭わない、ＪＲ茅ヶ崎駅を含む周辺の道路は、狭く２車線の離合が儘ならぬ所が多いですね。  

    

 

 

 

 

編集発行人〒225-0005横浜市青葉区荏子田２-28-20 ℡・fax045-902-3864 横浜北支部 植松  昇 


